
と
思
わ
れ
る
。
業
界
の
信
用
に

こ
う
し
た
福
島
県
の
風
評
被

あ
る
の
は
事
実
。
た
だ
、
近
藤
　
の
ネ
ッ
ト
上
で

「風
評
被
害
で
　
Ч
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石
原
慎
太
郎
氏
は
暴
言
の

多
い
人
だ

っ
た
。

「
文
明
が

も
た
ら
し
た
も

っ
と
も
有
害

な
も
の
は
バ
バ
ア
」

「
三
国

人
、
外
国
人
が
凶
悪
な
犯
罪

を
繰
り
返
し
て
い
る
」
。
暴

言
の
多
く
は
、
女
性
、
外
国

人
、
障
害
者
、
性
的

マ
イ
ノ

リ
テ

ィ
ー
な
ど
に
対
す
る
差

別
発
言
だ

っ
た
が
、
彼
は
役

職
を
追
わ
れ
る
こ
と
も
、
メ

デ

ィ
ア
か
ら
干
さ
れ
る
こ
と

も
な
か

っ
た
。
そ
ん
な

「
特

別
扱
い
」
が
彼
を
増
長
さ
せ

た
の
で
は
な
か

っ
た
か
。

だ
が
、
作
家
と
し
て
の
石
原

慎
太
郎
の
姿
勢
に
も
私
は
疑

間
を
持

っ
て
い
る
。

朝
日
新
聞
の
文
芸
時
評
を

担
当
し
て
い
た

二
〇

一
〇
年

二
月
。

「
文
学
界
」
二
月
号

掲
載
の

『
再
生
』
に
は
下
敷

き

（
福
島
智

『
盲
ろ
う
者
と

し
て
生
き
て
』
。
当
時
は
書

籍
化
前
の
論
文
）
が
あ
る
と

知
り
、
両
者
を
子
細
に
読
み

比

べ
て
み
た
の
で
あ
る
。

と
、
挿
話
が
同
じ
な
の
は

と
も
か
く
表
現
ま
で
酷
似
し

て
い
る
。
二
人
称
の
ノ
ン
フ

ィ
ク
シ

ョ
ン
を

一
人
称
に
書

き
直
す
の
は
彼
の
得
意
技
ら

し
く
、
田
中
角
栄
の
評
伝
小

説

『
天
才
』
も
同
様
の
手
法

で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
も

ま
た

「
御
大

・
石
原
慎
太
郎

だ
か
ら
」
許
さ
れ
た
手
法
だ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。

各
紙
の
追
悼
文
は
彼

の
差

別
発
言
を

「
石
原
節
」
と
称

ｒ

た
」
と
書
い
た
。
こ
う
し
て

彼
は
許
さ
れ
て
い
く
。
負
の

歴
史
と
向
き
合
わ
ず
、
自
ら

の
責
任
も
問
わ
な
い
報
道

っ

て
何
？

　

（
文
芸
評
論
家
）

な追悼
さ↓ヽとう み な こ

斎藤 美奈子
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記憶つなぐ84の竹あかり
東日本大震楽から丸11年となる 3月

11日、津波で犠牲になつた宮城県石巻

市旧大川小児童の遺族らが、手作りの

竹灯籠を使つた追悼行事を旧校舎そば

者 と同 じ84本 の竹筒 に明か りをとも

す。大川小が昨年 7月 に市の震災遺構

として整備されて初めて迎える節 目。

未来を照らす光に事故の記憶を語 り継

ぐ決意を込める。

竹灯籠に使 うために切 り出 した
竹 -1月 30日 、宮城県石巻市で

||,48母らぃ

転鶴

で開く。児童74人、教職員 10人の犠牲

瑚
大
！川
小
適
！族
ら
，３
，■
行
事
一

遺
族
ら
で

つ
く
る

「
大
川
竹
あ
か
リ
プ

ロ

ジ

ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
」
が
企
画
し
た
。
当

日
は
旧

校
含

西
側

の

「
慰

霊

と
追

悼

の
広

場
」
に
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
電
球

を
使

っ
た
竹
灯
籠
を
設
置
。
午
後
五
時
半
に

明
か
り
を

つ
け
、
遺
族
や
地
域
住
民
、
訪
れ

る
人

と
犠

牲
者

へ
追
悼

の
祈

り

を
さ
さ

げ

る
。全

国
各
地
で
作
品
を
手
掛
け
る
竹
あ
か
り

演
出
家
の
池

田
締
生 ぉ
さ
ん
金
し

＝
熊
本
県
南

関
町
＝
が
竹
灯
釜

）つ
。
　
　
・

池

田
さ
ん
に
よ

ブ
ジ

ェ
を
中
央
に

八
十

四
本
の
竹
灯

に
は
未
来
と
過
去

を
託
す
。
池

田
さ

ち
が
生
き
て
い
た

な
ぎ
た
い
」
と
話

震
災
か
ら
十

一

は
大
川
小
事
故
や

る
こ
と
に
危
機
感

を
防
ぎ
、
大
川
小

ほ
し
い
と
の
思
い

一
月
二
十
日
に

川
小
に
近
い
石
巻

と
な
る
竹
を
切
り

切
り
そ
ろ
え
た
約

実
行
委

の
共
同

だ

っ
た
三
男
雄
樹

で
失

っ
た
佐
藤
和

け
の
取
り
組
み
で

に
携
わ

っ
て
も
ら

い
」
と
語
る
。


